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１．はじめに  

土木学会誌第 108 巻 6 号（2023 年 6 月発刊）では「これからの時代の土木学会誌のありかたを考えよう」

と題し，学会員や土木学会誌の読者となりうる方へ学会誌に関するアンケートを実施した 1)．本稿では回答者

の年代別の購読状況に着目し，これからの土木学会誌の方向性の一考察を報告する．回答者の属性などはその

1 を参照いただきたい 2)．なお，学会誌は会員特典で配布されており“購読”という表現が適切ではないとい

う考えがあるかと思うが，実際には学会員は会費を納入していることや会員以外の方は書店で有料購入とな

ることから,ここでは“購読”という表現を使用する．また，アンケートは会員以外の方にもご協力いただいた

が，本稿では会員の回答のみに着目する． 

２．年代別の土木学会誌の読み方 

（１）読む頻度 

図－1に年代別の学会誌を読む頻度を示す．こ

こでは，10・20 代を若年層，30～50 代を中壮年

層，60 歳以上をシニア層と区分する．アンケート

では読む頻度を「毎月読む」「ほぼ毎月読む」「と

きおり読む」「ほとんど読まない」「読まない」の

5 段階の選択とした．「毎月読む」「ほぼ毎月読む」

「ときおり読む」の回答を「読んでいる」，「ほと

んど読まない」「読まない」を「読んでいない」と

区分すると，シニア層は約 94%の会員が「読んで

いる」であるのに対し，若年層は約 56%にとどま

る．さらに，「毎月読む」会員の割合はシニア層で

33%に対し，若年層では 6％まで低下する． 

（２）読む理由 

図－2に年代別の読む理由を示す．「業務や専門

分野に関連する」や「興味のある記事だから」等

の掲載内容を理由とした割合は年代が上がるほ

ど高まる一方，若年層では「届いたから/理由はな

い」のように，特定の理由なく読む割合が高かっ

た． 

（３）読まない理由 

 図－3に年代別の読まない理由を示す．若年層

では，「読む時間がない」「よくわからない，特に

理由はない」といった学会誌の内容ではない理由
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図-1 年代別の学会誌を読む頻度 

図-2 年代別の読む理由（複数回答選択） 
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が 68%を占めて一番多く，年代が上がるにつれ低下

した．一方，「興味ある記事がない」「記事の内容が分

かりにくい」等学会誌の内容が理由の割合は若年層

で低く，年代が上がるにつれ上昇した．本結果から，

若年層は学会誌を学会誌に興味がなく読んでおら

ず，中壮年層では過去に読んだことがあると推測さ

れるが，内容に対する不満から，読んでいない傾向が

見られた． 

３．年代別の学会誌に対する要望 

（１）レイアウト 

図－4にレイアウトに対する要望を示す．各年代で

全体の約 2 割の会員は「今と同じで良い」との回答

だが，一方で概要やキーワードの掲載，図・写真やカ

ラーページを増やすなど，端的に，分かりやすいレイ

アウトを望む意見も同程度いることが分かった． 

（２）公開媒体 

図－5に公開媒体に対する要望を示す．電子書籍な

どのアプリ， ウェブサイトなどの電子媒体を選択し

た割合は全年代で 57～75%と高かった．若年層では

アプリが最も高く，シニア層ではウェブサイトが高

い結果となった．平成30年度情報通信白書によると，

スマートフォン保有率は 20 代が 94.5％と最も高い

3)．若年層はデジタルネイティブ世代であり，書籍や

雑誌等は冊子だけでなく，電子媒体でも読むのが一

般的なのだろう．これからの ICT の発展を考慮すれ

ばこのような要望の傾向は今後も高まると考えられ

る． 

４．まとめ 

本結果から，若年層が読まない理由は「読む時間が

ない」「理由がない」など学会誌を読むに至ってない

ことが分かった．また，全年代で冊子だけでなく，アプリやウェブサイトなどの電子媒体での公開要望が高か

った．現在は学会誌ウェブサイトで PDF を公開しているのみであるが 4)，ICT の発展は日進月歩であるし，働

き方改革により会員の働き方も変化している．編集委員は代々受け継いできた歴史を次世代へつなぎつつ，時

代の変化に即した学会誌のありかたを考えていく必要があると思う． 

謝辞： アンケートにご協力いただきました方々ならびにアンケートの周知にご協力くださいました委員会，

団体・企業の方々に心からお礼申し上げます． 
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図-3 年代別の読まない理由（複数回答選択） 

図-4 レイアウトに対する要望（複数回答選択） 

図-5 公開媒体に対する要望（複数回答選択） 

28%

25%

28%

33%

42%

44%

39%

34%

29%

19%

27%

36%

37%

38%

39%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代
n=425

30代
n=620

40代
n=712

50代
n=980

60歳以上
n=253

冊⼦（現在と同じ） 電⼦書籍などのアプリ ホームページ等での公開（web版） 動画配信

27%

28%

31%

27%

22%

23%

19%

19%

22%

28%

21%

24%

23%

19%

16%

17%

14%

12%

11%

11%

7%

11%

11%

16%

15%

5%

3%

3%

4%

6%

1%

1%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代
n=384

30代
n=541

40代
n=697

50代
n=1061

60歳以上
n=264

今よりも、写真や図を多めにする 記事の概要やキーワード（⽇本語）
特に変更は必要ない（今と同じでよい） フルカラー/カラーページを増やす
⽂字を⼤きくする 記事の概要やキーワード（英語）
その他

36%

23%

19%

15%

16%

32%

28%

26%

23%

37%

15%

26%

29%

33%

26%

10%

10%

9%

10%

16%

7%

13%

17%

19%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代
n=181

30代
n=222

40代
n=175

50代
n=204

60歳以上
n=19

あまり読んでいないのでよくわからない、特に理由はない 読んでいる時間がない

興味がある記事がない 興味を引く写真やレイアウト等がない

記事の内容が分かりにくい・⾯⽩くない

CS4-10 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS4-10 -




